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○俳句の評論文 

あかあかと日はつれなくも秋の風 

この俳句について、思ったこと分かったこと気付いたことを箇条書きするところから始

めます。 

もし良ければ、読者の皆様もやってみてください。 

５年生の子たちはどんな解釈をするのでしょうか。 

結論から書くと、この後全員が発表をしました。いきなり俳句を提示され、まずは自分

で解釈（自力読解といいます）して、全員が考えを述べることができるというのは普通の

ことではありません。 

要因はいくつかあります。 

まずは、与えられたテキストをきちんと読む姿勢が身に付いていること。そこから練り

上げた考えにある程度の自信があること。 

そして、その考えに対して攻撃されたり、批判されたりする恐れがないこと。 

それどころか、言いたくて仕方がない。そんな雰囲気さえあること。 

 

さて、５年生の分析・解釈です。 

 



「あかあか」で繰り返しの技法が使われている 

「日」と「風」で何かを対比しているのではないか 

「あか」から「紅葉」も連想される 

時間については、解釈が分かれています ・夕日 ・朝 ・夜中 など 

季節は、「秋の風」で「秋」が確定しますが、秋の中でも残暑厳しい頃なのか、冬を目

前に控えた頃なのか 

 

こうして解釈が分かれるのがおもしろいところです。 

俳句について「正しい解釈」をしようと思うと、相当に調べなければならなくなりま

す。というのは、この句の成立はおよそ 300 年前（1691 年頃）なのですが、さらにさか

のぼること 700 年、古今和歌集で藤原敏行朝臣が詠んだ「秋来ぬと目にはさやかに見えね

ども風の音にぞ驚かれぬる」を踏まえた句ではないかと言われているのです。 

つまり、300年前の人が、さらに 700年前の句を参考にしたなんていう情報は調べる

他にたどり着く余地はありません。 

俳句のプロを目指すのならいいですが、あくまで国語の授業内で鑑賞し、論理的に分析

する授業なので、そこは目指しません。 

あくまで読者としての解釈が最も大切です。 

 

こうして、分析し、他の子の考えを踏まえながら挑戦するのは評論文です。いくつか掲

載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 いかがでしょうか。 

 

 書いていた時間は実質的には３０分くらいです。一度だけ、他の俳句で練習してから

２回目の評論文です。５年生の２回目とは思えないくらい高いクオリティです。 

例えば、本日（10/9）はグッと気温が下がったので、秋の句がより実感的にも分かった

のではないでしょうか。 

 これからも書いていきます。 

 

 

 

 

☆お便りフォームはこちら☆ 

https://forms.gle/ndGkDHTYcmB1bWyU9 

https://forms.gle/ndGkDHTYcmB1bWyU9

